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国保年金課国保係・後期高齢医療福祉係☎888ー1111（131〜 135）

交
通
事
故
や
け
ん
か
な
ど
第

三
者
の
行
為
に
よ
る
負
傷

で
治
療
を
受
け
た
と
き
の
医
療
費

は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
し
、
届

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
使
っ
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

■
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の
行
為

に
よ
る
負
傷
は
、
原
則
と
し
て
加

害
者
に
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
負
担
し
た
医
療
費
は
、
後

日
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
請
求
を
適
正
に
行
う
た
め

に
も
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
る
負

傷
に
お
い
て
健
康
保
険
で
治
療
を

受
け
た
と
き
は
、
必
ず
国
保
年
金

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
第
三
者
の
行
為
に
該
当

す
る
場
合
と
は
?

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
国
保
年

金
課
へ
『
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷

病
届
』
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
▼
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き

▼
け
ん
か
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き

ー
な
ど

■
示
談
を
結
ぶ
前
に
届
け

出
・
手
続
き
を

国
保
年
金
課
に
届
け
出
る
前
に

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ

た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
国
保
・
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
使
え
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
年

金
課
に
ご
相
談
の
う
え
、
必
要
な

届
け
出
・
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
こ
ん
な
と
き
国
保
や
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は

使
え
る
？

Q
交
通
事
故
加
害
者
と
し
て
ケ
ガ

を
し
た
場
合
は
?

A
届
出
を
す
れ
ば
使
え
ま
す

た
だ
し
、
飲
酒
運
転
や
無
免
許

運
転
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為

だ
っ
た
場
合
は
、
給
付
制
限
に

該
当
し
、
医
療
費
は
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す

Q
仕
事
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

は
?

A
労
災
保
険
が
優
先
適
用
さ
れ
ま

す業
務
中
や
通
勤
途
中
の
交
通
事

故
に
よ
る
ケ
ガ
は
、
労
災
保
険

で
治
療
を
受
け
る
の
が
原
則
で

す

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
?

❶
警
察
に
届
け
出
る

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
速
や

か
に
警
察
に
届
け
出
て
、
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
事

故
証
明
書
』
を
発
行
し
て
も
ら
い

ま
す
。

❷
国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
る

▼
印
鑑
▼
健
康
保
険
証
▼
事

故
証
明
書
（
後
日
で
も
可
）▼
運

転
免
許
証
（
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の

場
合
）
ー
を
持
参
し
て
、
国
保

年
金
課
の
窓
口
へ
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
相
手
の
い
な
い
自
損
事
故
の
場

合
も
、
必
ず
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い

■
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と

き
の
注
意
点

●
事
故
の
相
手
を
確
認
す
る

お
互
い
の
連
絡
先
・
車
の
ナ
ン

バ
ー
・
運
転
免
許
証
（
住
所
・
氏
名

な
ど
）・
加
入
し
て
い
る
保
険
会
社

な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

●
医
師
の
診
察
を
受
け
る

事
故
直
後
は
シ
ョ
ッ
ク
で
痛
み

を
感
じ
な
く
て
も
、
負
傷
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
損

害
賠
償
請
求
に
は
多
く
の
場
合
、

診
断
書
や
医
療
機
関
の
領
収
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

みんなでささえ愛…こくほ

必ず届け出を！

国保・後期高齢者医療制度の被保険者が
交通事故など第三者の行為による負傷にあったときは

必ず届け出を！

被
害
者

（
国
保
加
入
者
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
）

国
保
・
後
期
高

齢
者
医
療
制
度

医
療
機
関

加
害
者

➡

届出

➡
請　求

➡ 医　療

➡ 支払い

●交通事故などの第三者行為●
国保・後期高齢者医療制度で治療を受ける場合

医療費の
一時立て替え

➡

事故
発生



3　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

いりょうふくし

国保年金課後期高齢医療福祉係☎888ー1111（134・135）

医療
福祉

4月から

小児マル福の対象者を
中学校3年生まで拡大します

こ
の
改
正
に
伴
い
、
4
月
か
ら

中
学
校
2
年
生
お
よ
び
3
年
生
に

な
る
人
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
2
月
中
旬
に
案
内
通
知
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
通
知
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
4
月
か
ら
小
学
校
4
年

生
・
5
年
生
・
6
年
生
お
よ
び
中
学

校
1
年
生
に
な
る
人
で
、
現
在
小

児
マ
ル
福
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人

に
は
、
中
学
校
3
年
生
修
了
時
ま

で
お
使
い
い
た
だ
け
る
受
給
者
証

を
3
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
た

だ
し
、
右
記
の
人
の
う
ち
、
ひ
と

り
親
家
庭
に
該
当
す
る
人
は
、
4

月
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭
マ
ル
福
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
人
に

は
2
月
下
旬
に
案
内
通
知
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
い

た
だ
き
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。小

児
医
療
福
祉
費
助
成
制
度
と

は
、
町
に
住
所
が
あ
り
、
各
種
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
0
歳
か

ら
中
学
校
3
年
生
の
人
に
対
し
、

保
険
診
療
と
な
る
医
療
費
（
柔
道

整
復
師
等
に
よ
る
健
康
保
険
適
用

の
施
術
も
含
む
）
を
助
成
す
る
制

度
で
す
。

健
康
保
険
証
と
医
療
福
祉
費
受

給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
は
左
記
の
と
お

り
に
な
り
ま
す
。

▼
外
来
診
療
の
場
合
：
一
つ
の
医

療
機
関
に
つ
き
1
日
6
0
0

円
、
月
2
回
を
限
度
に
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
保
険

薬
局
で
の
調
剤
に
か
か
る
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん

▼
入
院
の
場
合
：
1
日
3
0
0
円
、

月
3
0
0
0
円
を
限
度
に
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
入
院
時
の

食
事
代
（
標
準
負
担
額
）
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す

●
町
か
ら
の
助
成

小
児
に
該
当
の
人
お
よ
び
ひ
と

り
親
家
庭
に
該
当
の
中
学
校
3
年

生
ま
で
の
人
は
、
医
療
機
関
の
窓

口
で
支
払
っ
た
外
来
お
よ
び
入
院

自
己
負
担
金
を
町
が
独
自
に
助
成

し
ま
す
。
振
り
込
み
は
、
こ
れ
ま

で
3
か
月
に
一
度
で
し
た
が
、
5

月
か
ら
毎
月
支
払
い
に
変
わ
り
ま

す
（
例
：
1
月
診
療
分
は
5
月
に

振
り
込
み
）。

※
外
来
自
己
負
担
金
が
6
0
0
円

未
満
の
場
合
に
は
町
で
受
診
状

況
が
把
握
で
き
な
い
た
め
、
国

保
年
金
課
窓
口
で
外
来
自
己
負

担
金
支
給
申
請
書
の
提
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
ー
持
参
す
る

も
の
：
▼
医
療
機
関
等
の
発
行

す
る
領
収
書
（
コ
ピ
ー
不
可
。

受
診
者
名
・
保
険
点
数
の
記
載

の
あ
る
も
の
）▼
医
療
福
祉
費

受
給
者
証
▼
健
康
保
険
証
▼
印

鑑

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
は
県
外

で
の
診
療
に
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
県
外
で
診
療
を
受
け
た
と
き

は
、
国
保
年
金
課
窓
口
で
医
療
福

祉
費
支
給
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

▼
持
参
す
る
も
の
：
▼
医
療
機
関

等
の
発
行
す
る
領
収
書
（
コ
ピ

ー
不
可
。
受
診
者
名
・
保
険
点

数
の
記
載
の
あ
る
も
の
）▼
医

療
福
祉
費
受
給
者
証
▼
健
康
保

険
証
▼
印
鑑

※
健
康
保
険
組
合
等
か
ら
の
療
養

費
給
付
証
明
書
や
支
給
決
定
通

知
書
な
ど
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

県
内
の
医
療
機
関
等
に

か
か
る
場
合
は
…

県
外
の
医
療
機
関
等
に

か
か
る
場
合
は
…

小
児
医
療
福
祉
費
助
成

制
度（
マ
ル
福
）に
つ
い
て

4
月
か
ら
、
町
で
は
小
児
医
療
福
祉
費
助
成
制
度

（
マ
ル
福
）
の
対
象
者
を
中
学
校
3
年
生
ま
で
拡

大
し
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
助
成
し
ま
す
。

●小児マル福の対象者

平成 25年 3月 31日まで

12歳に達した最初の 3月 31日まで
（小学校 6年生まで）

平成 25 年 4 月 1 日から

15 歳に達した最初の 3 月 31 日まで

（中学校 3 年生まで）
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国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

国
金民
年結婚や就職・転職・退職などにより国民年金の加入の仕方が変わることがあ

り、その都度届出が必要になります。届出を忘れると、将来受け取る年金
額が減額されたり、受け取れなくなる場合もあります。届出は、忘れずに
行いましょう。

国民年金は、まず届出から国民年金は、まず届出から

※ 1　種別：▼第 1 号被保険者：自営業者・農林漁業従事者・学生・無職の人など　▼第 2 号被保険者：会社員・公務員
▼第 3 号被保険者：第 2号被保険者に扶養されている配偶者

※ 2　基本的には会社等で厚生年金等の加入手続きをすれば国民年金の資格は自動喪失となりますが、会社等で保険証
を受領した時点で国保年金課窓口において国民年金の喪失届をすれば、より速やかな切り替えができます

みんなでささえ愛…ねんきん

届け出が必要なとき 種別（※ 1） 届出先

第
1
号
被
保
険
者

20 歳になった（厚生年金・共済組合の加入者を除く） 第 1号 国保年金課

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 1号→第 2号 勤務先（※ 2）
共済組合に加入

住所・氏名が変わった 第 1号 国保年金課

任意加入する 任意加入被保険者 国保年金課

海外に転出する人が引き続き国民年金に加入する 任意加入被保険者

国内に親族が
いる　…最終住所地の市町村
いない…最終住所地を管轄す

る年金事務所

保険料を納めるのが困難 第 1号 国保年金課

保険料を口座振替で納めたい 第 1号 金融機関・年金事務所

年金手帳をなくした 第 1号 国保年金課・年金事務所

第
2
号
被
保
険
者

会社・役所などを退職した
本人 第 2号→第 1号

国保年金課
扶養されている配偶者 第 3号→第 1号

会社などを退職し、配偶者（第 2号被保険者）の扶養になる 第 2号→第 3号 配偶者の勤務先

住所・氏名が変わった 第 2号 勤務先

年金手帳をなくした 第 2号 勤務先

第
3
号
被
保
険
者

20 歳になった 第 3号 配偶者の勤務先

会社・役所などに就職した
厚生年金に加入

第 3号→第 2号 勤務先
共済組合に加入

配偶者が会社を変わった（加入制度が変わらない場合を除く） 第 3号 配偶者の新しい勤務先

配偶者（第 2号被保険者）に扶養されるようになった
第 1号→第 3号
第 2号→第 3号

配偶者の勤務先

収入増・離婚で配偶者の扶養から外れた 第 3号→第 1号 国保年金課

住所・氏名が変わった 第 3号 配偶者の勤務先

年金手帳をなくした 第 3号 年金事務所

国民年金保険料の納付は、口座振替がお得です！　2 月 28 日までに手続きを！
1 年前納（4月〜翌年 3月分）、半年前納（4月〜 9月分・10月〜翌年 3月分）の口座振替の申し込みは、
2 月 28日（木）までに、各金融機関の窓口または年金事務所において手続きしてください。
※当月分を当月末に振り替え（50円割引）の早割制度は、随時受け付けています
●問い合わせ　土浦年金事務所☎824ー7121



5　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

みんなでささえ愛…かいごほけん

介
護

保
険

社会福祉課介護保険係☎ 888ー1111（164・165）

ご利用ください！介護保険

福祉用具貸与・購入、
住宅改修をご紹介します

■
福
祉
用
具
貸
与

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
が
自

宅
で
使
用
す
る
福
祉
用
具
を
貸
与

し
ま
す
。
貸
し
出
し
費
用
の
1
割

が
自
己
負
担
で
す
。
福
祉
用
具
の

種
類
や
貸
し
出
し
事
業
所
に
よ
っ

て
、
料
金
が
異
な
り
ま
す
。
利
用

の
際
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
福
祉
用
具
（
12
種

類
）：
▼
車
い
す
▼
車
い
す
付

属
品
（
電
動
補
助
装
置
な
ど
）

▼
特
殊
寝
台
▼
特
殊
寝
台
付
属

品
（
サ
イ
ド
レ
ー
ル
な
ど
）▼

床
ず
れ
防
止
用
具
▼
体
位
変
換

器
▼
手
す
り
（
工
事
を
と
も
な

わ
な
い
も
の
）▼
ス
ロ
ー
プ（
工

事
を
と
も
な
わ
な
い
も
の
）▼

歩
行
器
▼
歩
行
補
助
つ
え
▼
認

知
症
老
人
徘は

い
か
い徊

感
知
機
器
▼
移

動
用
リ
フ
ト（
つ
り
具
を
除
く
）

■
特
定
福
祉
用
具
購
入
（
特

定
介
護
予
防
福
祉
用
具

購
入
）

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
が
自

宅
で
使
用
す
る
特
定
福
祉
用
具

（
貸
与
で
き
な
い
福
祉
用
具
や
消

耗
品
で
次
記
に
該
当
す
る
も
の
）

を
指
定
さ
れ
た
業
者
か
ら
購
入
し

た
場
合
に
、
か
か
っ
た
費
用
の
9

割
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、
い

っ
た
ん
全
額
を
自
費
で
支
払
い
、

社
会
福
祉
課
介
護
保
険
係
窓
口
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
購

入
前
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
特
定
福
祉
用
具

（
5
種
類
）：
▼
腰
掛
け
便
座
▼

介
護
保
険
で
は
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
日
常
生
活
上
の
不
便
を
解

消
し
、
自
宅
で
の
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
宅
で
使
用
す
る

車
い
す
・
腰
掛
け
便
座
な
ど
の
福
祉
用
具
の
貸
与
お
よ
び
購
入
費
の
一
部

支
給
や
小
規
模
な
住
宅
改
修
（
手
す
り
の
取
り
付
け
な
ど
）
の
工
事
費
用

の
一
部
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
上
手
に
利
用
し
て
、
自
宅
で
の
快
適
な
生

活
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

特
殊
尿
器
▼
入
浴
補
助
用
具
▼

簡
易
浴
槽
▼
移
動
用
リ
フ
ト
の

つ
り
具

※
利
用
限
度
額
は
同
年
度
（
4
月

1
日
～
翌
年
3
月
31
日
）で

10
万
円
で
す
。
1
割
が
自
己
負

担
の
た
め
、
支
給
額
の
上
限
は

9
万
円
で
す

※
原
則
と
し
て
同
一
年
度
内
に
同
じ

種
目
の
福
祉
用
具
を
2
回
以
上
購

入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

■
住
宅
改
修

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
の
転

倒
防
止
や
段
差
解
消
な
ど
の
た
め

の
住
宅
改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費

用
の
9
割
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、
工
事
前
の
事
前
申
請
を
社
会

福
祉
課
介
護
保
険
係
窓
口
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
工
事
前

に
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
工
事

▼
手
す
り
の
取
り
付
け
：
居
室
や

廊
下
な
ど
へ
の
転
倒
防
止
用
の

手
す
り
の
取
り
付
け

▼
段
差
の
解
消
：
玄
関
や
掃
き
出

し
窓
へ
の
ス
ロ
ー
プ
の
取
り
付

け
・
居
室
と
廊
下
の
段
差
の
解

消
・
床
の
か
さ
上
げ

▼
床
材
の
変
更
：
浴
室
な
ど
の
滑

り
に
く
い
床
材
へ
の
変
更
・
車

い
す
で
の
移
動
を
円
滑
に
す
る

床
材
へ
の
変
更

▼
引
き
戸
な
ど
へ
の
扉
の
取
り
替

え
や
ド
ア
ノ
ブ
の
取
り
替
え
：
ド

ア
か
ら
引
き
戸
へ
の
扉
の
取
り

替
え
・
ド
ア
ノ
ブ
の
取
り
替
え

▼
洋
式
便
器
な
ど
へ
の
取
り
替

え
：
和
式
便
器
か
ら
洋
式
便
器

へ
の
取
り
替
え
、
お
よ
び
、
そ

の
際
の
洗
浄
機
能
付
き
便
座
の

設
置
（
便
器
の
取
り
替
え
に
と

も
な
う
場
合
に
限
る
）

▼
そ
の
ほ
か
前
記
の
各
工
事
に
付

帯
し
て
必
要
な
工
事

※
利
用
限
度
額
は
20
万
円
で
す
。

1
割
が
自
己
負
担
の
た
め
、
支

給
額
の
上
限
は
18
万
円
で
す

※
原
則
利
用
限
度
額
は
20
万
円
で

す
が
、
引
っ
越
し
た
場
合
や
要

介
護
状
態
区
分
が
大
き
く
上
が

っ
た
と
き
に
は
、
再
度
の
給
付

を
受
け
ら
れ
ま
す
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まちのこうきょうこうつう

企画財政課☎888ー1111（222）

公共交通とは、誰もが利用できる交通機関であり、通勤や通学はもちろん特にお年寄りの人など、交通弱者
の日常生活の移動手段として生活に欠かせない存在です。また、近年では環境負荷の観点から、自家用車に依
存しない移動手段としても、積極的な活用が期待されています。

阿見町の公共交通

▼阿見町バス路線略図

＜阿見町における公共交通の運行状況＞
●デマンドタクシー【あみまるくん】
▼事前に利用者登録をしていただき、自宅付近までお迎えにあがります。料金は大人 400円
▼利用範囲は町内全域および JR荒川沖駅東口となります
▼問合せ：町地域公共交通活性化協議会事務局（企画財政課内）☎888ー1111（222）

●路線バス
▼ JR荒川沖駅や土浦駅、稲敷方面への連絡路線です。中央公民館・県立医療大学などが起終点となります
▼問合せ：①関東鉄道（株）土浦営業所☎822ー5345

②ジェイアールバス関東（株）土浦支店☎821ー5234
●高速バス
▼東京方面への運行。アウトレットおよび小池地内での乗降となります（小池バス停Pあり）
▼問合せ：  ジェイアールバステック（株）☎03ー5690ー7550

関東鉄道（株）竜ヶ崎営業所☎0297ー62ー6111（
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参
の
う
え
役
場
2
階
交
通
防
災

課
に
請
求
す
る
。
❶
会
員
証
❷

運
転
免
許
証
（
免
許
の
必
要
な

車
両
を
運
転
中
の
事
故
の
と

き
）
❸
交
通
事
故
証
明
書
（
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
所
長

発
行
の
も
の
）
※
こ
の
証
明
書

が
な
い
場
合
は
、
指
定
の
証
明

書
類
に
よ
り
9
等
級（
3
万
円
）

ま
で
の
制
限
支
給
に
な
り
ま
す

❹
診
断
書
（
医
師
の
診
断
書
・

柔
道
整
復
師
・
あ
ん
摩
マ
ッ
サ

ー
ジ
指
圧
師
・
は
り
師
・
き
ゅ
う

師
の
施
術
証
明
書
が
必
要
。
見

込
み
診
断
書
不
可
）
※
同
日
に

2
か
所
以
上
の
治
療
機
関
に
通

院
し
て
い
る
と
き
は
、
1
日
と

し
て
計
算
❺
委
任
状
（
請
求
人

（
未
成
年
の
場
合
親
権
者
）
以

外
の
人
が
請
求
す
る
と
き
）

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
期
間
：
事

故
発
生
日
の
翌
日
か
ら
2
年
以

内
で
す

●
身
障
見
舞
金
と
は
：
共
済
期
間

中
の
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
が

原
因
で
、
そ
の
後
1
級
ま
た
は

2
級
の
身
体
障
害
者
と
な
っ
た

と
き
は
、
共
済
見
舞
金
と
は
別

に
、
身
障
見
舞
金
と
し
て
50
万

円
が
支
払
わ
れ
ま
す

※
こ
の
制
度
は
、
共
済
見
舞
金
の

給
付
を
受
け
た
会
員
の
み
対
象

と
な
り
ま
す

共
済
期
間
中
の
▼
日
本
国
内
の

道
路
上
を
運
行
中
の
自
動
車
・
バ

イ
ク
・
自
転
車
等
の
接
触
・
衝
突
・

転
落
・
転
覆
な
ど
の
事
故
に
よ
る

人
の
死
傷
▼
踏
切
道
に
お
け
る
電

車
等
と
の
接
触
・
衝
突
の
事
故
に

よ
る
人
の
死
傷

ー
が
対
象
で

す
。

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
：
▼
会
員

ま
た
は
見
舞
金
受
取
人
の
故
意

に
よ
る
事
故
▼
会
員
が
無
免

許
・
酒
気
帯
び
運
転
中
に
生
じ

た
事
故
ま
た
は
そ
の
事
実
を
承

知
で
同
乗
し
て
い
た
事
故
▼
地

震
・
洪
水
・
暴
風
・
そ
の
ほ
か
の

天
災
で
生
じ
た
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
全
部
ま
た
は
一

部
：
▼
正
当
な
理
由
な
く
医
師

の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き

▼
会
員
ま
た
は
見
舞
金
受
取
人

の
重
大
な
過
失
に
よ
る
事
故
▼

そ
の
ほ
か
法
令
に
違
反
し
組
合

長
が
不
適
当
と
認
め
る
事
故

●
共
済
見
舞
金
の
請
求
方
法
：
次

の
❶
〜
❺
の
書
類
と
印
鑑
を
持

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
県

内
在
住
者
を
対
象
と
し
た
、

交
通
事
故
災
害
の
救
済
制
度
で

す
。
県
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
ま
た
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
が
加

入
で
き
ま
す
。
年
齢
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
加
入
者
に
は
日
本
国
内

で
生
じ
た
交
通
事
故
災
害
に
対
し

て
、
見
舞
金
を
給
付
し
ま
す
。

●
会
費
（
1
年
間
）
：
▼
大
人
：

9
0
0
円
▼
中
学
生
以
下
（
4

月
1
日
現
在
）
：
5
0
0
円

●
見
舞
金
：
▼
死
亡
：
1
0
0
万

円
▼
最
高
傷
害
：
30
万
円
▼
身

障
見
舞
金
：
50
万
円

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
う

え
、
会
費
を
添
え
て
役
場
2
階
交

通
防
災
課
ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所

に
申
し
込
む
。

平
成
25
年
度
の
加
入
受
付
は
、

2
月
1
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。
共

済
期
間
は
4
月
1
日
（
4
月
1
日

以
降
申
し
込
み
の
場
合
は
、
申
し

込
み
日
の
翌
日
か
ら
適
用
に
な
り

ま
す
）
か
ら
来
年
3
月
31
日
ま
で

で
す
。

申
し
込
み
方
法
等

対
象
に
な
る
事
故

請
求
手
続
き
等

問い合わせ　交通防災課☎888ー1111（276・277）

けんみんこうつうさいがい

会
費
・
見
舞
金
等

給
付
で
き
な
い
場
合
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放射能対策室☎888ー1111（127）

 
 

放射線の状況をお知らせします

ほうしゃのうたいさく

毎月２回、子ども関連施設を中心に放射線の定期測定を行っています。12月の測定結果については、次の
とおりです。

単位：マイクロシーベルト毎時

施設名

第 38 回（測定日 12 月 10 日～ 13 日） 第 39 回（測定日 12 月 21 日～ 26 日）
屋　内 屋　外 屋　内 屋　外

床上
0cm

床上
50cm

床上
1m

地上
0cm

地上
50cm

地上
1m

床上
0cm

床上
50cm

床上
1m

地上
0cm

地上
50cm

地上
1m

阿見小学校 0.084 0.066 － 0.088 0.078 － 0.064 0.083 － 0.089 0.086 －
実穀小学校 0.082 0.071 － 0.142 0.144 － 0.074 0.068 － 0.120 0.134 －
吉原小学校 0.074 0.061 － 0.125 0.126 － 0.077 0.082 － 0.115 0.112 －
本郷小学校 0.076 0.075 － 0.105 0.102 － 0.081 0.076 － 0.106 0.111 －
君原小学校 0.068 0.061 － 0.115 0.109 － 0.059 0.059 － 0.105 0.102 －
舟島小学校 0.075 0.064 － 0.104 0.114 － 0.071 0.073 － 0.092 0.102 －
阿見第一小学校 0.079 0.071 － 0.122 0.127 － 0.084 0.088 － 0.117 0.116 －
阿見第二小学校 0.084 0.080 － 0.090 0.097 － 0.084 0.086 － 0.092 0.097 －
阿見中学校 0.074 － 0.089 0.110 － 0.116 0.087 － 0.082 0.094 － 0.103
朝日中学校 0.097 － 0.078 0.102 － 0.097 0.076 － 0.077 0.099 － 0.078
竹来中学校 0.072 － 0.090 0.108 － 0.103 0.081 － 0.085 0.106 － 0.101

霞南至健中学校・霞ヶ浦高校 0.098 － 0.084 0.088 － 0.098 0.096 － 0.081 0.083 － 0.089
霞ヶ浦聾学校 0.074 0.077 0.076 0.126 0.124 0.128 0.076 0.068 0.074 0.113 0.127 0.128
ふたば幼稚園 0.065 0.057 － 0.107 0.122 － 0.068 0.060 － 0.095 0.101 －
阿見みどり幼稚園 0.055 0.054 － 0.107 0.096 － 0.061 0.063 － 0.098 0.092 －
荒川沖幼稚園 0.082 0.088 － 0.113 0.118 － 0.094 0.090 － 0.125 0.128 －
阿見幼稚園 0.077 0.072 － 0.149 0.142 － 0.087 0.073 － 0.152 0.124 －
中郷保育所 0.078 0.086 － 0.082 0.084 － 0.085 0.088 － 0.078 0.086 －
南平台保育所 0.070 0.067 － 0.094 0.081 － 0.075 0.063 － 0.092 0.086 －
二区保育所 0.071 0.070 － 0.129 0.112 － 0.077 0.080 － 0.110 0.122 －
学校区保育所 0.054 0.048 － 0.101 0.096 － 0.055 0.051 － 0.094 0.095 －
あゆみ保育園 0.060 0.050 － 0.104 0.085 － 0.049 0.047 － 0.107 0.094 －
阿見ひかり保育園 0.074 0.078 － 0.128 0.127 － 0.061 0.072 － 0.124 0.132 －
学校区児童館 0.073 0.081 － 0.131 0.096 － 0.058 0.063 － 0.094 0.101 －
二区児童館 0.075 0.080 － － － － 0.077 0.074 － － － －

総合運動公園（陸上競技場） － － － － 0.144 0.148 － － － － 0.136 0.136
総合運動公園（野球場） － － － － 0.098 0.110 － － － － 0.159 0.135
霞ヶ浦平和記念公園 － － － － 0.193 0.178 － － － － 0.188 0.182
ゆりの木公園 － － － － 0.126 0.122 － － － － 0.138 0.133

岡崎ふれあい公園 － － － － 0.202 0.188 － － － － 0.169 0.166
うずらの公園 － － － － 0.067 0.076 － － － － 0.062 0.062
本郷近隣公園 － － － － 0.184 0.162 － － － － 0.180 0.164
平均値 0.075 0.069 0.083 0.111 0.118 0.127 0.074 0.072 0.080 0.104 0.118 0.123

放射線の定期測定

◎シーベルトとは…放射線が人体にどれだけ影響を与えるかを表す単位です
　1ミリシーベルト＝ 1,000 マイクロシーベルト

◎放射線測定　▼使用機器：環境放射線モニタ　▼測定値：5回測定の平均値　▼測定放射線：ガンマ線
※自然界からの放射線量を含む値です。また、機器の仕様で±10％程度の誤差が生じることがあります
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ほうしゃのうたいさく

町の農産物について

町内産農産物について、「食品放射能測定システム」により放射性物質の測定を行っています。12月の測定
結果については、次のとおりです。

項　目 検査品目
不検出 小松菜、サツマイモ（2）、ダイコン（2）、ソバ、ターサイ、ハクサイ、白米

基準値内のもの ミカン、ユズ（2）
基準値を超えたもの シイの実

▼放射性セシウムの測定結果（合計 13検体） （　）内は測定検体数

公園の遊具や通路の汚れ、コケなどには、放射性物質が付着している可能性がありますので、遊具などに対
して、高圧洗浄を行っています。
町の放射能の状況では、遊具などからによる放射線の影響は非常に低いと思われますが、子どもの生活環境
については、優先的に除染を実施するという「町放射能対策方針」と保護者の皆さまの不安軽減のために、こ
のような対策をさせていただいております。
主な公園については、町ホームページに放射線量マップを掲載しています。

公園の遊具などの洗浄を行っています

水質の測定結果について

◎ベクレルとは…ヨウ素やセシウムが放射線を出す能力を表す単位です

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、おおむね 25ベクレル毎キログラムになります
※「基準値」…穀類・肉・魚・野菜などの「一般食品」は、100ベクレル毎キログラムです
◎食品放射能測定システムの申込方法
農業振興課の窓口またはお電話（☎ 888ー1111 内線 183）でご予約ください。測定は無料です。

水質中の放射性物質（放射性ヨウ素・放射性セシウム）について、国・県・町で行っている測定結果をお知らせ
します。水質の測定結果については、平成 23年中も含めてすべて不検出となっています。

測定対象（場所） 測定日 測定結果
町の水道水 平成 24年 7月 13日・10月 19日 不検出

井戸水（本郷小学校） 平成 24年 5月 29日・11月 28日 不検出
井戸水（君原小学校） 平成 24年 5月 29日・11月 14日 不検出
霞ヶ浦（掛馬沖） 平成 24年 2月 12日・ 6月 27日 不検出
清明川（勝橋） 平成 24年 2月 21日・ 5月 31日 不検出

※「不検出」…「検出限界値」未満であることを表し、1ベクレル毎キログラムになります

▲冒険広場（総合運動公園） ▲アスレチック広場（総合運動公園）

日常の生活空間の放射線量はだいぶ低くなってきていますが、落葉などを掃除することにより、さらに放射
線量の低減を図ることができます。庭の掃除で出た落葉・せん定した庭木・刈った芝・雑草などは「燃えるごみ
専用のごみ袋」に入れて、燃えるごみの回収日に指定のごみ集積所に出してください。
なお、根についている土は燃えるごみとして出せませんのでよく落としてください。

落葉・せん定した庭木などは、燃えるごみとして出しましょう
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NPO ほうじん・ボランティアだんたい

町民活動推進課　☎888ー1111（272）　／　町民活動センター　☎888ー2051

阿見町の地域貢献・
社会貢献活動団体

『広報あみ』6月号から、阿見町を拠点に地域貢献・社会貢献活動を展開するNPO・ボランティア団体の情報
を紹介するコーナーがスタートしました。町民活動センターでは、以下の要件に該当する団体からの掲載情報
を募集しています。なお、情報紹介に際して電話番号の掲載が難しい場合には、町民活動センターを問い合わ
せ先代行として掲載することも可能ですので、ご相談ください。
【情報掲載可能な団体の要件】
▼社会貢献・地域貢献を主目的に活動していること
▼行政に事務局などを置かず、活動・会計処理などについて自立・独立していること
▼団体の所在地が町内にある、もしくは町を活動範囲に含んでいること
▼政治・宗教または営利を目的としていないこと
▼暴力団などと関係するものでないこと

阿見手話サークル「たんぽぽ」は、聴覚障がい者との共生社会を掲げて昭和 59年に結成され、今年で 29年
目を迎えます。
毎週火曜日には「初級手話講座」、毎週木曜日には「手話学習」を開催し、聴覚障がい者の言語である「手話」
を通して、聴覚に障がいを持つ人の問題を理解し交流を深めることを目的に活動しているサークルです。
そのほかに、町内小・中学校や町社会福祉協議会、福祉関連団体などからの依頼による「手話体験教室」も実
施しています。
年齢層も学生から高齢者と幅広く職種も多種多様で、手話の技術はイマイチ（いまひとつ）ですが、「ほそ～
く、なが～く、あせらずに。」をモットーに「手話」を使ってのコミュニケーションは楽しみながら、温かい雰
囲気の中で活動しているところが特徴です。
「手話」に興味を持たれたら、迷わず下記へお問い合わせください。多くの皆さんの見学・参加をお待ちして
おります。

阿見手話サークル「たんぽぽ」

●問い合わせ　阿見手話サークル「たんぽぽ」
▼会長：五

い お が わ

百川　☎ 841－7658▼事務局：上田　FAX887－9913

町内小学校での手話体験教室▶

◀毎週火曜日の初級手話講座

「初級手話講座」を受講して（20 代女性）
私は、手話を使う友人がいること、仕事において手話の必要性があることから受講
しています。受講者の皆さんも「手話を身につけたい」という目標を胸に日々学んで
います。新しい表現を覚え、自分の言葉を手話で表したり、相手の手話を読みとっ
たり、いくつになっても学ぶことは楽しく、毎週の講座を楽しみにしています。

「手話体験教室」を体験して（本郷小 3 年女子）
色んな手話を教えてくれてありがとうございました。すごくわかりやすく楽しく、
とっても大事な事がいっぱい分かりました。こんど、ふじゆうな人に会ったら、手
話で話しかけてみたいなと思います。また来てくれると、とてもうれしいなと思い
ます。
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NPO ほうじん・ボランティアだんたい

■活動報告コーナー

●フラワーアレンジメント講座
平成 18年度から、活動センターで毎月第 4火曜日に講座を開催してきました。手軽にお花を楽しむことを
モットーに、参加者の希望があれば、ブーケを作ったり、夏のお花が持たない時期は、葉物をメインにカラー
サンドを使って模様を楽しんだり、人気のプリザーブドフラワーを使ったりしています。
参加費は、花・花器など材料費のみで、受講料はかかりません。広報あみおしらせ版などに募集を掲載して
いますので、ぜひ参加お待ちしています。

▶
◀
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

作
成
の
様
子

●「第 8 回全国ヤーコンサミット in 茨城ー震災復興をめざしてー」が開催されました
広報あみ 10月号でも紹介記事を掲載した「NPO法人日本ヤーコン協会」を中核として準備が進められてき
た「第８回全国ヤーコンサミット in 茨城ー震災復興をめざしてー」が、去る平成 24年 11 月 23 日・24 日
の 2日間にわたり「つくばサイエンスインフォメーションセンター」ほかにおいて盛大に開催されました。
今回その開催の様子をご紹介します。ヤーコンサミットは講演を中心に、第一部「震災復興をめざして」・第
二部「食品の加工技術」・第三部「ヤーコンに関する研究紹介」の三部で構成されていました。

今後、阿見町の代表的な特産物である「ヤーコン」に関する調査研究や情報発信が、「NPO法人日本ヤーコ
ン協会」の皆さんを中心に、より活発化していくことが期待されます。

「NPO法人日本ヤーコン協会」代表者であるとともに第 8回全国ヤーコンサミット実行委員長でもある月橋
さんからは、「ご後援いただいた阿見町ヤーコンフェア実行委員会と、地域の皆さまのご協力によりヤーコン
サミットを盛大に開催することができました」という喜びの言葉が寄せられました。

▲ヤーコンに関する研究紹介

▲震災復興に向けて　ー宮城県陸前高田
市の事例ー

茨城大学農学部の宮
みや

口
ぐち

右
ゆう

二
じ

氏からは、ヤーコン
塊根中に含まれるフラク
トオリゴ糖を有効に利用
するための、調理・加工に
ついての留意点が指摘さ
れました。

陸前高田市の實
み

吉
よし

義
よし

正
まさ

氏からは、東日本大
震災の被害と救援の様子、震災前の海岸の様
子が比較されて紹介されました。

■町民活動センターから

町民活動センターや各公民館では、年間を通してさまざまな講座が開かれています。そこで身に付けた知識
や技術を、自分たちのためだけに使うとしたら少しもったいない気がしませんか？
皆さんが身に付けた知識や技術は、ボランティア活動や市民活動に十分生かせる可能性があります。自分た
ちが楽しめることや好きなことで、いろいろな人たちを喜ばせたり地域を良くしていけるということは、とて
もすてきなことだと思うのです。
「生涯学習」から「市民活動」へとつながる可能性があること。そして、それをサポートする「町民活動セン
ター」という施設があることを、多くの皆さんに知っていただけたら幸いです。
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きょうどうのししん

「阿見町協働の指針」策定に向
けて、大詰めを迎えています

町民活動推進課☎888ー1111（271・272）

検討委員会の開催予定回数も残すところわずかとなり、指針づくりも大詰めを迎えています。この指針が、
町民と行政とが協力してまちづくりを行なっていくうえで、真の意味での「指針」となるよう、最後まで皆さ
んとともにつくりあげられればと思います。

町民や市民活動団体などの代表で構成される「協働の指針検討委員会」において、6月から検討を進めてき
た「阿見町協働の指針（案）」の内容がおおむね固まってきました。
検討委員会での検討・協議をもとにつくられた指針案は、「広報あみ 1月号お知らせ版」でお知らせしたよう

に、町民の皆さんからの意見を広く募集する手続き（パブリックコメント）を経て、「阿見町協働の指針」の完
成に向けて必要に応じた修正等を加えていきます。
現状を皆さんと広く情報共有するため、現時点の指針案がどのような構成になっているのかをここで簡単に
ご紹介します。なお、指針案の詳細についてはホームページでもご覧いただけます。

第 1 章　協働が必要になった背景

1.「公共」とは

2. 公共の担い方を見つめ直す必要性

3.「新しい公共」という考え方

　  ～公共の担い方を変える～

第 2 章　協働とは

～協働の理念・協働を進めるためには～
1. 協働の理念

①協働の定義
②なぜ協働が有効なのか
　 ～協働のメリット～
③「協働」と「町民との事業協力」との違い

2. 協働を考える

①主な協働の担い手
②協働するうえで
　 ～協働の場の設置と協働のルール～
③協働の手法

第 3 章　協働の担い手の現状と望まれる姿

1. NPO 法人

2. ボランティア団体

3. 行政区（地域コミュニティ）

4. ふれあい地区館（地域コミュニティ）

5. 事業体

6. 行政

第 4 章　協働を推進していくために必要なこと

1. 協働推進のための「場」の設置・活用

①協働事業検討のための「協働の場」
②協働の前提となる「連携の場」

2. 協働推進のための制度・計画

①協働事業・政策提案制度
②協働推進計画
③協働プロセスチェックリスト
④情報ネットワークシステム
⑤補助団体の整理と補助金制度の見直し

3. 協働推進のための意識啓発・能力開発

①講座・研修・講演会

前文　指針策定にあたって

指針案の構成

このように指針の本文は、第 1・2章で協働が求められるようになった背景や協働とはどのようなものかと
いうことを示しながら、第 3・4章で協働によるまちづくりを行なっていくために必要な変化や取り組みを挙
げるという構成になっています。



よかれんへいわきねんかんだより

予科練平和記念館　☎891ー3344　業務時間：月曜日を除く午前9時〜午後5時

◎学芸員のつぶやき
2 月 2 日（土）は予科練平和記念館の開館記念日です。開館から 3 年を迎え、17 万人を超えるお客さまが足を運んで
くださいました。町民のみなさんにもたくさんの応援をいただき、心より感謝申し上げます。開館記念日や 8 月 15
日の終戦記念日など、無料でご覧いただける日がありますので、まだお越しでない人はこの機会にぜひご覧ください。
▼予科練平和記念館ホームページ：http://www.town.ami.ibaraki.jp/yokaren/index.html

13　人と自然がつくる楽しいまちーあみ

■企画展『甲飛 14 期生～特攻が始まった年の入隊者たち～』
開催中
▼期日：3 月 31日（日）まで
▼場所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：常設展観覧チケットでご覧いただけます

■大人のための朗読会「加奈の小さなおはなし会」開催
幼子とともにホロコーストに収容された女性の運命が詩のようにつづられた、

Ｏ・ヘンリ賞受賞作『ショールの女』ほか全 3作を朗読します。
▼日時：2 月 16日（土）　午後 1時 30分から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼読み手：藤田加奈子氏（元茨城放送アナウンサー）
▼その他：参加無料／事前予約不要（直接ラウンジへお越しください）

▲前回の様子（朗読会）

■冬の星空ファンタジー☆ in 予科練平和記念館開催
冬のきれいな星空を解説付きで鑑賞しませんか？　キャンドルイルミネーションや暗い館内を巡る「夜の博物館で

クイズラリー」も楽しめます。
▼期日：2 月 16日（土）　※荒天中止
▼時間：午後 6時から　※キャンドルイルミネーションは 5時 30分から
▼申込方法：解説付き天体観測（温かいスープ付）は、電話で下記に申し込む／一人 500円（定員で締切）
▼その他：キャンドルイルミネーションや夜の博物館でクイズラリーは、事前予約なしで参加可
▼問合せ：あみ観光協会（町商工観光課内）☎ 888－1111（171・175）

■アメリカから戦時中の日の丸が寄贈されました
アメリカ・ノースカロライナ州在住の日本人から、元米軍兵士が所持していた旧

日本兵の日の丸が寄贈されました。「岡崎航空隊」と墨で書かれていますが、ここ
には予科練生も多数入隊しています。日の丸の元の持ち主や親族を探しています
ので、情報をお持ちの人は予科練平和記念館までご一報ください。

■元予科練生による講演会開催
甲種第 14期生として入隊し、特殊潜航艇「咬

こうりゅう

龍」の訓練を受けた進
しんのき

木亮
あきら

氏をお
まねきしてお話をうかがいます。

▼日時：2 月 24日（日）　午後 2時から
▼場所：予科練平和記念館ラウンジ
▼講師：進木亮氏（元甲種第 14期予科練習生）
▼観覧料：常設展観覧チケットが必要です

▲展示の様子（企画展）

▲寄贈された日の丸



マラソンたいかい　けっかほうこく

マラソン大会阿見町　師走の阿見町で健脚を競った選手たち

12 月 2日、総合運動公園で阿見町マラソン大会が行われまし
た。この日は、866 人のランナーが出場し、健脚を競い合いま
した。大会結果は次のとおり（敬称略）。
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❷
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乃
❺
堺　

由
奈　

❻
山
本
侑
果

❼
野
口
紅
羽　

❽
根
岸
桃
香　

❾
石
川
真
衣

�
吉
田
早
織

■
中
学
生
男
子
（
5
㎞
）

❶
木
下　

巧　
（
阿
見
中
2
年
）　

16
分
58
秒
10

❷
角
田
竜
馬　
（
朝
日
中
2
年
）　

17
分
49
秒
58

❸
圖
司
亜
貴
人
（
阿
見
中
2
年
）　

17
分
51
秒
54

❹
方
波
見
樹
暉
❺
馬
場
勇
人　

❻
小
林
優
哉

❼
嶋
津
郁
弥　

❽
橋
本
海
斗　

❾
平
方
佑
記

�
松
浦
流
佳

■
中
学
生
女
子
（
3
㎞
）

❶
佐
々
木
芽
衣
（
阿
見
中
1
年
）　

11
分
42
秒
16

❷
佐
々
木
瑠
衣
（
阿
見
中
1
年
）　

11
分
42
秒
97

❸
富
田
悠
香　
（
朝
日
中
2
年
）　

11
分
54
秒
03

❹
種
瀬
柚
季　

❺
中
山
郁
香　

❻
小
林
愛
奈

❼
石
塚
加
菜　

❽
加
藤
寿
理　

❾　

原
歩
美

�
武
智
幸
奈

■
一
般
男
子
（
5
㎞
）

❶
高
橋
功
吉　
　

18
分
09
秒
56

❷
秋
田
祐
輔　
　

19
分
08
秒
80

❸
佐
野
智
央　
　

19
分
24
秒
75

❹
大
塚
隼
人　

❺
小
倉
和
悟　

❻
上
野
友
也

❼
飯
沼
和
也　

❽
北
川
英
二　

❾
相
馬
優
樹

�
中
根
裕
之

■
一
般
女
子
（
5
㎞
）

❶
大
関
淑
恵　
　

20
分
32
秒
35

❷
瀬
尾
由
美
子　

24
分
20
秒
82

❸
西
山
仁
美　
　

24
分
44
秒
34

❹
木
村
未
咲　

❺
菊
地
淳
子　

❻
鈴
木
弘
美

❼
出
井
ひ
と
み
❽
折
笠
里
美　

❾
花
沢
真
緒

�
栗
原
初
江

■
一
般
男
子
（
10
㎞
）

❶
川
瀬
和
幸　
　

36
分
06
秒
16

❷
黒
沼　

淳　
　

36
分
08
秒
71

❸
齋
藤　

順　
　

36
分
46
秒
25

❹
東　

浩
司　

❺
山
口
仁
志　

❻
村
松
和
也

❼
苅
部
健
二　

❽
有
賀　

誠　

❾
宮
沢
英
樹

�
市
川
典
孝
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かんきょうをたいせつに !

環境政策課☎888ー1111（116）

町動物の愛護および管理に関する条例（施行日：平成 25 年 4 月 1 日）

動物に関する条例を
制定しました

▲図：ペット霊園予定地と説明会の区域

近年、野良猫の増加や動物の遺棄が問題になっています。町ではこれらの問題を解消するため、人と動物の
調和のとれた共生社会の実現に向けた『町動物の愛護および管理に関する条例』を制定しました。条例には、
町の責務（第 4条）、町民の責務（第 5条）、飼い主等の責務（第 6条）などが明記され、町と町民が「協働し
て動物愛護に取り組む」ことがうたわれています。動物を飼うときは、条例の理念を尊重し、動物の命を尊び、
近隣の迷惑にならないように注意しましょう。

●町の責務（第 4 条）
①目的を達成するため、必要な施策を策定する
②町民と協力して施策実施に努める

●町民の責務（第 5 条）
町が行う施策に協力するよう努める

●飼い主等の責務（第 6 条）
①動物が命あるものと認識し、飼養する動物に起
因して生ずる事案に責任を負うことを自覚する

②関係法令を遵守しなければならない
③飼養する動物の生態・習性・生理に沿った飼養を
行い、人の生命・身体・財産に害を加えないよう
努める

④近隣住民に配慮した飼養を心がける
⑤動物を終身飼養するよう努め、飼養することが困
難になった場合は新たな飼い主を探すよう努める

⑥飼養する動物が逸走した場合は捜索し収容する
●飼い主等になろうとする者の責務（第 7 条）
動物の本能・習性等を理解し、飼養の目的・環境に
適した動物を選ぶよう努める

●犬の飼い主の遵守事項（第 8 条）
①常時係留する（一部の例外を除く）
②町へ登録をするとともに、毎年狂犬病予防注射
を実施し、鑑札・注射済票を装着する

③飼養する状況に適した頭数を把握し、みだり
に繁殖しないよう不妊去勢手術の実施に努め
る

④他人に迷惑をかけないよう適切なしつけを施す
⑤他人へのかみつきを予防し、ふん尿等を適切に
処理し、飼養施設の内外を常に清潔にする

⑥飼養する犬のふんを適切に処理する
●猫の飼い主の遵

じゅん

守事項（第 9 条）
①名札やマイクロチップ等を装着し、飼い主を容
易に捜索することができる措置を講じるよう努
める

②猫の健康と安全および近隣住民への迷惑になら
ないよう屋内での飼養に努める

③みだりに繁殖しないよう不妊去勢手術実施に努
める

町ペット霊園の設置の許可等に関する条例（施行日：平成 25 年 1 月 1 日）

町では、公衆衛生の向上および良好な生活環境の
確保を図り、公共福祉の増進に寄与することを目的
に、『町ペット霊園の設置の許可等に関する条例』を
制定しました。
● 110 ｍ以内に公共施設や人家がある場合は、ペッ

ト霊園を設置できません（第 11 条）
●ペット霊園設置者は、300 ｍ以内の近隣住民（土

地・建物の所有者・管理者など）および関係地域の
代表者に説明会を開催し、十分な説明をしなけれ
ばなりません（第 7 条）
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12月 26日

12月 25日

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

まちのできごと

■

予
科
練
平
和
記
念
館
に

「
日
の
丸
」
寄
贈

平
成
24
年
12
月
26
日
、
戦
時
中

に
米
国
へ
渡
っ
た
旧
日
本
兵
の
も

の
と
み
ら
れ
る
日
の
丸
の
旗
が
、

米
国
在
住
の
竹
田
謙
一
さ
ん
か
ら

予
科
練
平
和
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

日
の
丸
の
旗
は
、
竹
田
さ
ん
の

長
女
が
平
成
23
年
8
月
に
米
国
で

開
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
絵
画
展
に

お
い
て
、
会
場
を
訪
れ
た
米
国
人

か
ら
持
ち
主
に
返
還
し
て
ほ
し
い

と
頼
ま
れ
た
も
の
で
す
。
旗
の
持

ち
主
が
予
科
練
に
い
た
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
こ
の
た
び
の
寄
贈
と

な
り
ま
し
た
。

同
館
で
は
、
日
の
丸
の
旗
を
保

存
す
る
と
と
も
に
持
ち
主
の
情
報

提
供
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
『
学
校
給
食
ヤ
ー
コ
ン
の
日
』

阿
見
第
二
小
で
開
催

平
成
24
年
12
月
18
日
、
地
産
地

消
を
推
進
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

『
学
校
給
食
ヤ
ー
コ
ン
の
日
』
が
開

催
さ
れ
、
町
内
全
小
学
校
の
給
食

で
阿
見
町
産
の
ヤ
ー
コ
ン
を
使
っ

た
き
ん
ぴ
ら
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

阿
見
第
二
小
学
校
で
は
、
茨
城

大
学
の
先
生
や
栄
養
士
・
農
協
職

員
に
よ
り
、
ヤ
ー
コ
ン
に
関
す
る

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
後

に
は
、
講
師
と
一
緒
に
給
食
を
お

い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

12 月 18日

■

国
際
空
手
道
選
手
権
大

会
で
優
勝

平
成
24
年
11
月
に
米
国
ハ
ワ
イ

州
で
開
催
さ
れ
た
「
2
0
1
2
年

ホ
ノ
ル
ル
国
際
空
手
道
選
手
権
大

会
」
に
お
い
て
、
阿
見
第
一
小
4

年
の
小
沼
嵩
昇
さ
ん
が
「
10
歳
男

子
・
形
の
部
」
で
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
部
に
は
、
20
か
国
ほ
ど
か
ら

集
ま
っ
た
選
手
た
ち
が
出
場
し
ま

し
た
。

こ
の
日
は
、
町
長
へ
の
報
告
の

た
め
来
庁
し
、
今
後
の
目
標
な
ど

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

■『
陸
上
競
技
教
室
』　
阿
見
第
二
小
で
開
催

平
成
24
年
12
月
7
日
、
阿
見
第
二
小
学
校
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
主

催
の
『
ス
ポ
ー
ツ
選
手
活
用
体
力
向
上
事
業
陸
上
競
技
教
室
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
に
、
2
0
0
2
年
ア
ジ
ア
選
手
権
4
0
0
m
ハ
ー
ド
ル

で
4
位
の
成
績
を
収
め
た
千
葉
佳
裕
さ
ん
を
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
館
で
「
大
き
な
夢
を
も
と
う
」
と
い
う
内
容
の
お
話
の
後
、
運
動

場
で
ハ
ー
ド
ル
の
実
技
指
導
と
千
葉
さ
ん
の
模
範
演
技
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
ハ
ー
ド
ル
の
コ
ツ
と
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。12 月 7日

■

霞
ヶ
浦
二
橋
の
早
期
具
体

化
に
関
す
る
県
へ
の
要
望

平
成
24
年
11
月
19
日
、
霞
ヶ
浦

周
辺
の
11
市
町
村
で
構
成
す
る
霞

ヶ
浦
二
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

（
会
長
：
天
田
町
長
）
が
、
霞
ヶ
浦

の
土
浦
入
り
と
高
浜
入
り
の
2
つ

の
入
り
江
に
架
け
る
霞
ヶ
浦
二
橋

の
早
期
具
体
化
な
ど
3
項
目
に
つ

い
て
、
県
土
木
部
・
企
画
部
お
よ

び
県
議
会
に
陳
情
し
ま
し
た
。

11 月 19日
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おしらせ・たいきょうだより

体協だより

■
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
を
行
い
ま
す

●
投
票
日
等

▼
告
示
日	

3
月
12
日（
火
）

▼
投
票
日
時	

3
月
17
日（
日
）午
前

7
時
～
午
後
6
時

▼
投
票
場
所	

▼
阿
見
地
区
：
阿
見

町
役
場
▼
朝
日
地
区
：
実
穀
農
村

集
落
セ
ン
タ
ー
▼
君
原
地
区
：
君

原
公
民
館
▼
舟
島
地
区
：
上
島
津

農
村
集
落
セ
ン
タ
ー

▼
選
挙
す
べ
き
人
員　

▼
第
一
選
挙

区
（
阿
見
地
区
）：
4
人
▼
第
二
選

挙
区
（
朝
日
地
区
）：
6
人
▼
第
三

選
挙
区
（
君
原
・
舟
島
地
区
）：
6

人
●
立
候
補
予
定
者
説
明
会

▼
日
時	

2
月
22
日（
金
）午
後
1
時

30
分
か
ら

▼
場
所	

役
場
3
階
3
0
5
会
議
室

●
立
候
補
届
出
事
前
審
査

▼
日
時	

3
月
1
日（
金
）午
前
9
時

～
午
後
5
時
の
間
で
指
定
す
る
時

間
▼
場
所	

役
場
3
階
3
0
2
会
議
室

●
立
候
補
届
出

▼
日
時	

3
月
12
日（
火
）午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時

▼
場
所	

役
場
3
階
3
0
5
会
議
室

▼
対
象	

次
の
❶
～
❹
の
す
べ
て

の
条
件
を
満
た
す
人
❶
こ
の
選

挙
が
行
わ
れ
る
農
業
委
員
会
の

区
域
内
（
町
内
）
に
住
所
を
有
す

る
❷
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
▼
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に

つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む

人
▼
耕
作
の
業
務
を
営
む
人
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶
者
で
、

耕
作
に
年
間
60
日
以
上
従
事
し

て
い
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め

た
人
▼
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

に
つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営

む
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま

た
は
社
員
で
、
耕
作
に
年
間
60

日
以
上
従
事
し
て
い
る
と
農
業

委
員
会
が
認
め
た
人
❸
選
挙
期

日
現
在
に
お
い
て
満
20
歳
以
上

で
あ
る
❹
成
年
被
後
見
人
・
禁
固

以
上
の
刑
・
そ
の
ほ
か
被
選
挙
権

を
停
止
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
欠

格
事
項
に
該
当
し
な
い

●
期
日
前
投
票

▼
期
間	

3
月
13
日
（
水
）
～
16
日

（
土
）午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

▼
場
所	

役
場
1
階
ロ
ビ
ー

●
問
合
せ	

町
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
3
～
2
1
5
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion

■各種大会の結果（敬称略）
●県南子ども野球大会
期 日 11月10日（土）・12月8日（土）
場 所 総合運動公園町民球場ほか

成 績 ▼ B リーグ▽3位：本郷イー
グルス（阿見町）

●岡田奨励旗剣道大会
期 日 11月 4日（日）
場 所 竹来中学校体育館

団 体

▼小学生高学年の部
▽優勝：土浦高津剣道クラブ
▽準優勝：大穂剣心会▽3位：
舟島剣道クラブ、なでしこ
剣道スポーツ少年団
▼小学生低学年の部
▽優勝：美浦剣美会▽準優勝：
土浦建武館▽3位：新治スポ
ーツ少年団、土浦高津剣道
クラブ

個 人

▼小学生 3 年生以下の部
▽優勝：稲田千晴（君原剣友
会）▽準優勝：秋山一華（阿見
町剣道スポーツ少年団）▽3
位：根本彪吾（舟島剣道クラ
ブ）、細谷海斗（君原剣友会）
▼小学生 4 年生の部
▽優勝：疋田航（なでしこ剣道
スポーツ少年団）▽準優勝：栗
山一花（舟島剣道クラブ）▽3
位：宮崎翔太（大穂剣心会）、
板橋佑仁（舟島剣道クラブ）

●町民バドミントン大会（ダブルス）
期 日 12月 16日（日）
場 所 阿見小学校体育館

男 子

▼ 50 歳以下▽優勝：糸賀・
高橋（あおひげ）▽準優勝：
山崎・阿部（茨城大学）▽ 3
位：小口・小山（茨城大学）
▼ 75 歳以下▽優勝：国府田・
滝田（ビギン）▽準優勝：谷島・
仁田（フェニックス）▽3 位：
鳴島・井上（土浦クラブ）
▼ 100 歳以下▽優勝：本多・
平岡（GSDF・フェニックス）
▽準優勝：平岡・山口（フェニ
ックス・ビギン）
▼ 100 歳超▽優勝：川又・宮
本（ダックス）▽準優勝：五味
淵・吉田（フレームショット・
フェニックス）▽3位：　原・
長谷川（武器学校OB）

女 子

▼ 50 歳以下▽優勝：瀬尾・
岡野（アミシャトルズ）
▼ 75 歳以下▽優勝：仁田・
山本（アミシャトルズ）
▼ 100 歳以下▽優勝：瀬尾・
江川（アミシャトルズ）▽準
優勝：田山・岩本（アミシャ
トルズ）
▼ 100 歳超▽優勝：飯島・川
又（アミシャトルズ）

■問い合わせ
町体育協会事務局（生涯学習課内）
☎888ー1111（340）

●岡田奨励旗剣道大会（つづき）

個 人

▼小学生 5 年生の部
▽優勝：吉田百合子（土浦高
津剣道クラブ）▽準優勝：関
口剣斗（朝日剣道クラブ）▽
3位：渡辺瑛人（阿見剣友会）、
飯塚真琉（なでしこ剣道ス
ポーツ少年団）
▼小学生 6 年生の部
▽優勝：木内渉太（大穂剣心
会）▽準優勝：根本虎汰郎（舟
島剣道クラブ）▽3位：栗山力
輝（舟島剣道クラブ）、宮本
悠飛（土浦高津剣道クラブ）
▼基本の部
▽優秀賞：石川豪大（阿見剣友
会）、長岡慎武朗（阿見剣友
会）、浅野達彦（君原剣友会）
▼中学生男子の部
▽優勝：赤川海斗（竹来中）
▽準優勝：貝塚将基（美浦中）
▽3 位：板橋宏仁（竹来中）、
梅澤晶生（北竜台剣友会）
▼中学生女子の部
▽優勝：塚田舞（なでしこ剣
道スポーツ少年団）▽準優勝：
飯島彩伎（竹来中）▽ 3 位：
松江千咲（美浦中）、山形桃
花（江戸崎一羽会）

●町民弓道納射大会
期 日 12月 16日（日）
場 所 阿見中学校弓道場

成 績

▽優勝：河合徹▽準優勝：馬場
之雄▽3位：柳生高人▽4位：
渋谷敬子▽5 位：石島凡子
▽射詰賞：馬場之雄



おしらせ

地
域
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

■『
学
校
と
田
畑
を
つ
な
ぐ
』

ー
阿
見
町
小
学
校
で
の

食
育
報
告
会
ー

町
で
は
、
町
と
大
学
が
連
携
し
た

小
学
校
で
の
食
育
授
業
の
実
施
に
加

え
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
地
元
J
A

の
協
力
に
よ
り
、
町
内
す
べ
て
の
小

学
校
で
学
校
農
園
を
活
用
し
た
食
農

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
地
域
食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
と

題
し
、
町
内
の
小
学
校
に
お
け
る
食

育
・
食
農
教
育
へ
の
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
、
先
生
と
子
ど
も
た
ち
か

ら
報
告
を
い
た
だ
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の「
学
び
」や「
気
づ
き
」か
ら
、

阿
見
町
に
お
け
る
食
育
・
食
農
教
育

の
「
今
」
を
共
有
し
、
子
ど
も
た
ち

の
「
豊
か
な
食
」
に
向
け
て
の
今
後

を
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
る
契
機
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
農
業
や
「
食
」
に
興
味
の

あ
る
人
、
特
に
P
T
A
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
16
日（
土
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
～
4
時

▼
場
所	

茨
城
大
学
農
学
部
講
義
棟

1
0
0
番
教
室

▼
内
容	

町
に
お
け
る
食
育
・
食
農

教
育
の
取
り
組
み
報
告

▼
発
表
者	

山
口
忍
氏
（
県
立
医
療

大
学
教
授
）、
吉
原
小
学
校
の
出

井
先
生
と
4
年
生
、
舟
島
小
学
校

の
根
本
先
生
と
5
年
生
、
阿
見
第

一
小
学
校
の
高
山
先
生
と
6
年
生

ー
ほ
か

▼
参
加
料	
無
料

▼
そ
の
他	
無
料
託
児
室
を
用
意
し

ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ま
連
れ
の

人
も
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

茨
城
大
学
農
学
部　

安

江
☎
8
8
8
ー

8
5
7
6

■
臨
時
職
員
募
集

▼
勤
務
期
間	

4
月
8
日（
月
）〜
平

成
26
年
3
月
27
日（
木
）

▼
勤
務
日
時	

毎
週
月
・
木
曜
日
の

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

（
5
時
間
勤
務
）　

※
祝
日
を
除
く

▼
勤
務
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館

『
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
勤
務
内
容	

作
業
療
法
士
と
と
も

に
、
就
学
前
の
障
害
の
あ
る
児
童

に
対
す
る
日
常
生
活
や
集
団
生
活

の
訓
練
お
よ
び
そ
の
保
護
者
へ
の

相
談
支
援
な
ど

▼
時
給	

9
5
0
円

▼
募
集
人
数	

2
人

▼
応
募
条
件	

保
育
士
免
許
を
有
す
る

▼
応
募
期
間	

2
月
15
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
応
募
方
法	

▼
履
歴
書
（
3
か
月

以
内
撮
影
の
写
真
貼
付
）▼
保
育

士
免
許
証
の
写
し
ー
を
郵
送
ま

た
は
直
接
左
記
に
提
出
す
る

▼
選
考
方
法	

書
類
選
考
・
面
接（
日

程
は
後
日
連
絡
）

▼
問
合
せ	

〒
3
0
0
ー

0
3
3
1

阿
見
町
阿
見
4
6
7
1
ー

1
障
害

福
祉
課（
総
合
保
健
福
祉
会
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
9
4
3

■
チ
ャ
リ
テ
ィ
人
形
供
養

使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
お
人

形
・
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
を
ゴ
ミ
に
出

せ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
、

人
形
供
養
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
17
日（
日
）▼
受
付
：

午
後
1
時
か
ら
▼
供
養
：
2
時
か
ら

▼
場
所	

家
具
の
店
『
樹
里
』
駐
車

場
（
若
栗
1
7
6
6
ー

3
☎

8
8
7
ー

3
4
2
1
）

▼
供
養
料	
1
体
1
0
0
0
円
、
2

体
以
上
2
0
0
0
円（
目
安
で
す
。

お
気
持
ち
で
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町

の
社
会
福
祉
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）

▼
そ
の
他	

雨
天
決
行
。
人
形
な
ど

は
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ	

阿
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ　

菅
野
☎
8
8
7
ー

3
6
0
8

■
『
い
ば
ら
き
ジ
ョ
ブ
フ
ェ

ス
タ　
i
n　
土
浦
』
開
催

平
成
25
年
3
月
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
で
就
職
が
ま
だ
内
定
し
て

い
な
い
人
、
お
よ
び
新
規
高
等
学
校

卒
業
者
を
採
用
予
定
の
事
業
所
を
対

象
に
、就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
日	

2
月
14
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
～
3
時
30
分

（
受
付
：
0
時
30
分
か
ら
）

▼
場
所	

ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
土
浦
市
城
北
町
）

▼
そ
の
他	

参
加
無
料
・
要
事
前
予
約

▼
問
合
せ	

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
☎

8
2
2
ー

5
1
2
4

■
人
工
肛
門
・
人
工
ぼ
う
こ

う
の
人
の
勉
強
会

▼
期
日	

2
月
24
日（
日
）

▼
時
間	

午
前
10
時
～
午
後
2
時
30
分

▼
場
所	

つ
く
ば
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
つ
く
ば
市
吾
妻
）

▼
内
容	

▼
ス
ト
ー
マ
：
日
常
生
活

で
注
意
す
る
こ
と
、
臭
い
・
肌
荒

れ
な
ど
の
対
策
▼
介
護
保
険
の
仕

組
み
と
利
用
の
仕
方
▼
装
具
の
展

示
と
説
明
ー
な
ど

▼
参
加
料	

1
0
0
0
円

▼
申
込
方
法	

2
月
18
日（
月
）ま
で

に
、
電
話
で
左
記
に
申
し
込
む

▼
問
合
せ	

（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト

ミ
ー
協
会
茨
城
県
支
部　

山
之
内

☎
0
2
9
7
ー

6
2
ー

7
4
6
3

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

Informa
tion

Informa
tion
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おしらせ

音
楽
で
元
気
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

■
第
15
回
阿
見
町
音
楽
祭

▼
日
時	
3
月
3
日（
日
）午
後
2
時

か
ら
（
開
場
：
1
時
30
分
）

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料	

無
料

▼
出
演
団
体	

▼
ゆ
り
か
ご
会
▼
ス

タ
ジ
オ
・
ア
ル
パ
▼
す
ず
ら
ん
▼

コ
ー
ル
・
ア
ミ
▼
阿
見
ウ
ィ
キ
ウ

ィ
キ
会
▼
阿
見
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

ク
ラ
ブ
▼
オ
カ
リ
ナ
・
ア
ミ
ー
ゴ

▼
茨
城
大
学
混
声
合
唱
団

▼
問
合
せ	

阿
見
町
音
楽
祭
実
行
委

員
会　

古
江
☎
8
8
9
ー

0
5
1
9

■
税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告

無
料
相
談

税
理
士
事
務
所
で
は
、
少
額
な
還

付
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成

を
無
料
で
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
税

理
士
事
務
所
へ
事
前
に
電
話
連
絡
の

う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
理
士
名
簿
は
各
市
町
村

の
税
務
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
期
日	

2
月
22
日（
金
）

▼
対
象	

▼
年
金
を
受
け
て
い
る
人

▼
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を

受
け
よ
う
と
し
て
い
る
人
▼
年
の

途
中
で
退
職
ま
た
は
就
職
し
た
人

ー
な
ど

▼
そ
の
他	

事
前
連
絡
の
受
付
は
午

前
10
時
30
分
～
午
後
4
時

▼
問
合
せ	

関
東
信
越
税
理
士
会
竜

ヶ
崎
支
部
☎
0
2
9
7
ー

6
3
ー

3
0
0
8

■
『
介
護
教
室
』
受
講
生
募
集

今
回
の
介
護
教
室
は
、
介
護
技
術

の
実
践
講
座
と
肺
炎
予
防
の
お
口
の

ケ
ア
に
つ
い
て
ご
講
義
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
期
日	

❶
2
月
25
日（
月
）❷
3
月

5
日（
火
）

▼
時
間	

❶
午
後
1
時
～
4
時
❷
1

時
30
分
～
3
時
30
分

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
内
容	

❶
実
践
講
座
～
家
庭
で

行
う
負
担
の
少
な
い
介
護
技
術
～

❷
肺
炎
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
お

口
の
ケ
ア

▼
講
師	

❶
安
藤
真
理
子
氏
・
大
山

和
美
氏
（
介
護
福
祉
士
・
介
護
支

援
専
門
員
）
❷
市
村
和
大
氏
（
市

村
歯
科
医
院
）

▼
対
象	

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人

▼
募
集
人
数	

各
回
30
人
（
定
員
で

締
切
）

▼
参
加
料	

無
料

▼
申
込
期
間	

2
月
15
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
申
込
方
法	

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

▼
問
合
せ	

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
7
ー

8
1
2
4

■
『
多
重
債
務
相
談
窓
口
』

を
開
設
し
て
い
ま
す

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
人
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
状
況
を
お
聞

き
し
、
債
務
整
理
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
必
要
に
応
じ
法
律
の
専
門
家

へ
の
引
き
継
ぎ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
電
話
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
時
間	

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
～
正
午
・
午
後
1
時
～

4
時
30
分

▼
相
談
料	

無
料

▼
問
合
せ	

財
務
省
関
東
財
務
局
水

戸
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相
談
窓

口
☎
0
2
9
ー

2
2
1
ー

3
1
9
0

■
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技

能
）
募
集

▼
受
験
資
格	

平
成
25
年
7
月
1
日

現
在
で
▼
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人
▼
技
能
：
18
歳
以
上
で

保
有
す
る
技
能
に
応
じ
て
53
歳
～

55
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間	

4
月
3
日（
水
）ま
で

▼
試
験
期
日	

4
月
12
日（
金
）～
15

日（
月
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
1
日

▼
問
合
せ	

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎

0
2
9
7
ー

6
4
ー

3
3
5
1

陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
飛
行
場
か
ら

■
『
夜
間
飛
行
訓
練
』

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
3
・
4
機
に
よ
る

標
記
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時	

2
月
12
日（
火
）〜
14
日

（
木
）、
19
日（
火
）〜
21
日（
木
）の

各
週
2
日
間
。
日
没
か
ら
約
3
時

間
以
内
（
各
機
2
時
間
基
準
）

▼
問
合
せ	

陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校

霞
ヶ
浦
校
総
務
課
☎
8
4
2
ー

1
2
1
1
（
3
4
2
0
）

〈広告欄〉

阿見町『暮らしの便利帳』発行

町では、町民の皆さまの利便性向上と地域
経済の活性化を目的に、1月上旬に阿見町『暮
らしの便利帳』を発行しました。
各種手続きや窓口案内などの行政情報のほ
か、皆さまの暮らしに役立つ医療機関の情報
や地域情報などを掲載しています。ぜひ、ご
活用ください。
●問合せ　秘書課広報係☎888ー1111（283）
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消防本部調べ
出場件数 21件（－ 4）

※救急車の適正な利用をお願
いします

軽　　傷 11人（－ 7)
中　　傷 3人（－ 3)
重　　傷 0人（－ 1)
死　　亡 1人（＋ 1)
合　　計 	15 人（－10)

交通事故発生状況　12 月（前月比）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12 月は第 3）金曜日発行です。下記公
共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、うずら出張
所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、中央・かすみ・君原の各
公民館、本郷・舟島の各ふれあいセンター、予科練平和記念館、町
民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の各郵便局、常陽
銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行阿見・荒川本郷の各支店、水戸
信用金庫阿見支店、茨城県信用組合阿見支店

●公共機関電話番号●
こまったときは
●定例相談●

人権相談／行政相談
日　　時	 ❶ 2 月 7日（木）❷ 3 月 7日（木）

午前 10時〜午後 3時
場　　所	 役場 3階 305 会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（216）

子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9時〜午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター

☎ 891ー2772

教育相談
日　　時	 火〜金曜日 午前 9時〜午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225

心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時〜 4時
弁護士相談	 月1回午後1時〜3時30分（毎週

水曜日の心配ごと相談で要予約）
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

結婚相談
日　　時	 第 2・第 4土曜日 午後 1時〜 4時
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084

高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日

午前 8時 30分〜午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	� 町地域包括支援センター

☎ 887ー8124

消費者相談
日　　時	 月〜金曜日

午前9時〜正午、午後1時〜 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871

交通事故相談
日　　時	 月〜金曜日

午前 9 時〜正午、午後 1 時〜 4
時 45分

弁護士相談	 水曜日　午後 1時〜 4時［要予約］
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所

☎ 823ー1123

役場	
☎ 888ー1111
うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
障害福祉課	
☎ 888ー2943
水道課	
☎ 889ー5151
下水道課	
☎ 829ー5500
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
消防本部	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 887ー2600

中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111
本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
学校給食センター	
☎ 887ー1430
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969

総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
消費生活センター	
☎ 888ー1871
社会福祉協議会	
☎ 887ー0084
シルバー人材センター	
☎ 888ー2036
うしくあみ斎場	
☎ 830ー9888
町民ダイヤル（休日
当番医・定例相談等の
テレホンサービス）
☎ 887ー6600

●人口と世帯●
●総人口	 47,689 人 ( － 6）
●男　性	 23,655 人 ( － 5）
●女　性	 24,034 人 ( － 1）
●世帯数	 18,329 世帯	( － 2）

▽ 1月 1 日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽総 務 課 調 べ

2 月の納税等
固定資産税（4期）
国民健康保険税（9期）
後期高齢者医療保険料（8期）
介護保険料（6期）
納期限 2 月 28 日（木）

3 月の納税等

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）
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